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主な機能強化・仕様変更点は以下の通りです。 
操作等の詳細については、オンラインヘルプ、またはPDFマニュアルをご覧ください。 
 

≪全体≫ 
◇令和4年度税制改正対応 

少額減価償却資産の特例の適用期間の延長に対応しました（令和6年3月31日までに延長）。 
 

≪随時≫ 

◇仕訳データの作成 

転送済の伝票の逆仕訳と調整仕訳を作成できるようになりました。 
これにより、転送先のPCA会計側で締められていても、固定資産側の資産で修正した償却額を反映させるこ

とができるようになりました。 
 
 
 

互換性に関する変更点 
◇データ領域の更新について 

下記のデータ構造を拡張したため、データ領域のバージョンを「5.20」に更新しました。 
 ・連動仕訳情報(会計連動用) 


